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第 20号

コミュニティというテーマは、文・理ということを含め、さまざまな
学問領域や社会の諸課題がクロスするテーマであり、特にそれは現在
顕著になっていると思う。加えて（やや手前味噌ながら、）こころの未
来研究センターはこのテーマに関する 1つのメッカであるようにも感
じている。（広井良典）

自分が子供だった昭和30〜40年代を思い出すと、共同体とかコミュニ
ティというものは鬱陶しくて、抜け出したい気持ちが強かった。今再
びコミュニティについて考えるためには、「古き良き」じゃない、新し
いコミュニティのイメージが必要だと思う。（吉岡　洋）

自分が学生だったころは、「コミュニティ」と言われても、いまいちピ
ンと来なかったのが正直なところである。社会に出たり、家庭を持つ
ようになって、はじめてそのありがた味を感じることができたように
思う。本号はコミュニティの存在意義を多方面から掘り下げる、貴重
な特集号である。（阿部修士）

戦後の急速な経済発展の中で、わが国の地域コミュニティは衰退を余
儀なくされてきた。しかし近年、コミュニティの意義を再評価しよう
とする流れが出てきている。本号では、コミュニティを社会的なつな
がりとしてだけでなく、より広範な視座から学術的分析を提供するこ
とができたように思う。（熊谷誠慈）

本誌掲載の 2つのインタビューに同席させていただき、あまりに興味
深いお話に思わず身を乗り出してお聞きしていました。巻頭言も論考
も、新鮮な視点からコミュニティが捉えられています。本誌らしい読
み応えのある特集をお楽しみください。（原　章）
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ご あ い さ つ

本号の特集テーマは「コミュニティ」で、これは当センターの 3領域のうちの「こころときずな」に関係している。
こころが個人のものとして捉えられがちなのに対して、おもしろい切り口であるし、2017年の国際京都こころ会
議の「こころと共生」を受けているとも言えよう。わたしの専門である心理療法は、アンチコミュニティ的なとこ
ろがある。前近代には共同体で行われてきた癒しの儀式を、個人の治療契約に変え、秘密保持を強調する。ところ
が個人に焦点を当てた心理療法を行っても、本人の変化とともに家族が変化したり、周囲の人間関係が変化したり
する。さらにユングは、個人を超えた無意識という形でコミュニティを発見したとも言えよう。しかし近年の心理
療法では、個人から周囲への波及が少なくなっているように思う。こころとコミュニティの新しい関係を問い直す
ことが必要ではなかろうか。
　　2018年12月　	 京都大学こころの未来研究センター長　河合俊雄
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16 「いま・ここ・自分」を超える脳とコミュニティ―世代間衡平問題の解決に高齢層が果たす役割 亀田達也＋齋藤美松
20 共感の落とし穴 友野典男
24 鎮守の森とコミュニティ原理 薗田　稔
28 アートとコミュニティ 吉岡　洋
32 交通とコミュニティ―ソーシャル・キャピタルを育む地域公共交通 宇都宮浄人
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40 研究プロジェクト一覧（平成29年度）
41 身体疾患とこころのケアに関する研究 河合俊雄
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